
平成１９年２月９日

    ニッセイ同和損害保険株式会社（社長　立山一郎、コード番号８７５９）は、

平成１９年３月期 第３四半期業績の概況（非連結）について別紙の通りお知らせいたしま

す。

※連結ベースの業績概況については、経営成績等に重要な影響を与える子会社が無いことから、

作成していません。

平成１９年３月期 第３四半期業績の概況(非連結)
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　平成19 年 3月期   第 3 四半期業績の概況（非連結）  平成 19 年 2 月 9 日

上 場 会 社 名          ニッセイ同和損害保険株式会社      (コード番号：８７５９  東 大 )

（ＵＲＬ http://www.nissaydowa.co.jp）

代 表 者         役職名　取締役社長             氏名　立山　一郎

問合せ先責任者  役職名　経理部主計グループ長   氏名　斎藤  光孝    TEL(03)5550-0232

              

１．四半期業績の概況の作成等に係る事項

      正味収入保険料の会計処理の方法の最近会  ：  有
      計年度における認識の方法との相違の有無

（内容）

　四半期における正味収入保険料は、支払再保険料の計上基準を期中計上ベースとしている等、

中間決算期及び決算期に公表している数値の計上基準と異なっております。

２．平成 19 年 3 月期第 3 四半期業績の概況(平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日)

　　　　　　　　　　　　　　
　                 

（注）金額は記載単位未満を切り捨てており、諸比率は

  (1)正味収入保険料       　　　　              四捨五入によって表示しております。

19 年 3 月期第 3 四半期
18 年 3 月期第 3 四半期

           百万円        ％

   245,402    　　0.9
   243,124      　0.3

(参考)18 年 3 月期    321,786

   (注) パーセント表示は、前年同四半期比増減率を表示しております。

当第 3 四半期におけるわが国経済は、原油等の原材料価格上昇の影響に留意が必要な状態がなお

続いたものの、企業収益の改善・民間設備投資の増加が見られるなど景気は回復基調を辿りました。

このような状況のもとで、当社は平成18 年度からの３ヵ年を対象とする新中期経営計画をスタ

ートし、株主の皆様、お客さま、代理店の皆様の満足度向上を通じた企業価値の最大化を目標に据

えた「ＣＳＲ経営の実現」に努めると共に、日本生命保険相互会社との総合保険戦略の一層の強化

に取り組みました。

この結果、正味収入保険料は、主力の自動車保険が増収したことなどにより、全種目合計では

245,402 百万円と前年同期に比べ0.9％の増収となりました。

  (2)当該四半期において財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

該当する事象はありません。

３．平成 19 年 3 月期の業績予想（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日）

   現時点においては、業績予想の変更はありません。



(単位:百万円)

火 災 47,719 7.7 % 18.4 % 47,526 △  0.4 % 18.1 % 64,686 6.2 % 18.8 %

海 上 4,431 2.4 1.7 4,879 10.1 1.9 6,116 3.5 1.8

傷 害 23,798 △  2.7 9.2 23,790 △  0.0 9.0 30,676 △  3.6 8.9

自 動 車 120,132 △  0.2 46.4 121,346 1.0 46.1 159,393 0.0 46.3

自 賠 責 30,136 △  5.9 11.6 30,335 0.7 11.5 37,747 △  5.5 11.0

そ の 他 32,758 △  7.6 12.6 35,357 7.9 13.4 46,006 △  3.4 13.3

合 計 258,978 △  0.7 100.0 263,236 1.6 100.0 344,626 △  0.3 100.0

(単位:百万円)

火 災 37,100 4.5 % 15.3 % 36,497 △  1.6 % 14.9 % 48,974 2.3 % 15.2 %

海 上 3,203 △ 10.9 1.3 3,509 9.5 1.4 4,650 △  3.7 1.4

傷 害 23,153 △  3.0 9.5 23,187 0.1 9.4 29,920 △  3.9 9.3

自 動 車 120,151 △  0.2 49.4 121,288 0.9 49.4 159,518 0.0 49.6

自 賠 責 30,766 △  2.8 12.7 29,968 △  2.6 12.2 40,317 △  2.7 12.5

そ の 他 28,748 4.8 11.8 30,950 7.7 12.6 38,405 3.5 11.9

合 計 243,124 0.3 100.0 245,402 0.9 100.0 321,786 △  0.0 100.0

(単位:百万円)

火 災 13,647 △ 57.1 % 10.4 % 16,454 20.6 % 11.8 % 18,275 △ 53.5 % 10.3 %

海 上 2,054 △  0.1 1.6 1,965 △  4.3 1.4 2,778 0.5 1.6

傷 害 8,831 5.6 6.7 9,026 2.2 6.5 11,737 3.8 6.6

自 動 車 70,899 △  5.7 54.0 74,894 5.6 53.7 96,855 △  4.8 54.6

自 賠 責 21,044 17.4 16.0 21,847 3.8 15.7 27,342 15.9 15.4

そ の 他 14,919 △  4.7 11.4 15,228 2.1 10.9 20,389 △  1.5 11.5

合 計 131,395 △ 13.0 100.0 139,416 6.1 100.0 177,379 △ 11.1 100.0

※支払再保険料の計上基準を期中計上ベースとしている等、中間決算期及び決算期に公表している数値の計上基準と異なっております。

平成18年3月31日まで
増加率 増加率 構成比金額 増加率 構成比 構成比

正味支払保険金

金額

       期  別

種  目

前第3四半期 当第3四半期 前期(参考)

金額

平成17年4月 1日から

金額

増収率
平成18年12月31日まで 平成18年3月31日まで

構成比 金額 増収率 構成比

平成18年 4月 1日から
当第3四半期前第3四半期 前期(参考)

平成18年 4月 1日から
平成18年3月31日まで

正味収入保険料※

       期  別

種  目
金額 金額金額

       期  別
平成17年 4月 1日から
平成17年12月31日まで

構成比増収率金額
種  目

種目別保険料・保険金関係

前第3四半期 前期(参考)

構成比増収率 構成比 増収率増収率 構成比
平成18年12月31日まで

平成17年 4月 1日から
平成17年12月31日まで

元受正味保険料(除く収入積立保険料)※

平成17年4月 1日から

平成18年 4月 1日から
平成18年12月31日まで

平成17年4月 1日から

当第3四半期
平成17年 4月 1日から
平成17年12月31日まで
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有価証券関係

(単位：百万円)

前第 3四半期末
(平成 17 年 12 月 31 日現在)

当第 3四半期末
(平成 18 年 12 月 31 日現在)

前期末(参考)
(平成 18 年 3 月 31 日現在)種  類

取得原価 時  価 差  額 取得原価 時  価 差  額 取得原価 時  価 差  額

公 社 債 321,034 322,267 1,233 313,268 311,148 △2,119 324,751 320,118 △4,632

株    式 182,655 484,776 302,121 191,728 494,938 303,209 190,754 509,382 318,628

外国証券 209,933 214,073 4,139 220,672 235,079 14,407 210,010 212,473 2,462

そ の 他 7,246 8,164 917 10,289 11,150 860 9,262 10,607 1,344

合    計 720,869 1,029,281 308,411 735,959 1,052,317 316,357 734,778 1,052,581 317,803

 (注) １．上表は時価のあるその他有価証券について記載しております。

２．前第 3四半期末及び当第 3四半期末の取得原価は償却原価法適用前、減損処理前の計数によっております。

また、前期末（参考）の取得原価は償却原価法適用後、減損処理後の計数によっております。

３．時価は各月末の市場価格等によっております。

４．前第 3四半期末及び前期末（参考）には貸借対照表における有価証券のほか、譲渡性預金を含めております。

５. 前第 3四半期末の外国証券の差額には、時価ヘッジの対象である外貨建債券の為替変動による利益 864 百万

円を含んでおり、当第 3 四半期末の公社債及び外国証券の差額には、時価ヘッジの対象である外貨建債券の

為替変動による利益 2,884 百万円（公社債 339 百万円、外国証券 2,545 百万円）を含んでおります。
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デリバティブ取引関係

(単位：百万円)

前第 3四半期末
(平成 17 年 12 月 31 日現在)

当第 3四半期末
(平成 18 年 12 月 31 日現在)

前期末(参考)
(平成 18 年 3 月 31 日現在)対象物

の種類
取引の種類

契約額等 時  価 評価損益 契約額等 時  価 評価損益 契約額等 時  価 評価損益

通  貨  為替予約取引
　売　建 3,204 3,162 41 1,393 1,458 △65 － － －

その他  天候デリバティブ取引
　売　建

　買　建

117
(11)
117
(9)

9

9

2

－

15
(3)
15
(2)

2

2

0

－

22
(4)
22
(4)

4

4

0

－

合    計 － － 44 － －  △64 － － 0

(注) １．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

２．｢契約額等｣欄下段の( )書きの金額は、契約時のオプション料であります。

(参考)上記以外で時価ヘッジを適用しているものは以下のとおりであります。                             (単位：百万円)

前第 3四半期末
(平成 17 年 12 月 31 日現在)

当第 3四半期末
(平成 18 年 12 月 31 日現在)

前期末(参考)
(平成 18 年 3 月 31 日現在)対象物

の種類
取引の種類

契約額等 時  価 評価損益 契約額等 時  価 評価損益 契約額等 時  価 評価損益

通  貨  為替予約取引
　売　建 67,728

      
69,363 △1,635 51,885 55,696 △3,810 69,093 70,064 △971

合    計 － －  △1,635 － － △3,810 － － △971


